
高等部

□ 「話し合うこと」における生徒の
困難さ

□ 国語科の指導計画

■ 高等部で育成したい国語力



高等部で育成したい国語力

相手意識をもってやり取りする

豊かな語彙力と表現
方法を身に付け、自分
の気持ちや考え、想像
したことを適切な言葉
で表す力

話し手が伝えたいこと
の内容を適切に捉え、
互いに納得・合意を図
りながら物事を進める
力
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国語科の指導計画

コミュニケーションの充実を図る

・指導のまとめ方、順序、重点の置き方の工夫
・指導内容は相互の関連を明確化
・発展的、系統的な指導をねらった指導内容の配列

指導計画

国語科の指導計画

３学期２学期１学期
話す・聞く
読む
書く
知識・技能

話す・聞く
読む
書く
知識・技能

話す・聞く
読む
書く
知識・技能

３年間反復的・螺旋的に学習



高等部の年間予定と指導計画
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■ 「話し合うこと」における生徒の
困難さ

□ 国語科の指導計画

□ 高等部で育成したい国語力

話合いとは

話合いは、話すことと聞くこととが交互に行わ
れる言語活動であり、それぞれの児童が話し
手でもあり聞き手でもある。話合いの過程で
は、「話すこと」と「聞くこと」に関する資質・能
力が一体となって働く

【出典】文部科学省（２０１８）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説国語編,p29-30.



話し合うこと：話すこと、聞くことの往還
【出典】中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会国語ワーキンググループ（２０１６）国語ワーキンググループにおける審議の取りまとめ,資料３.

「話すこと」で求められること

話し手

理由や事例を挙げて話す

【出典】光村図書出版株式会社（2020）小学校国語「話すこと・聞くこと」「書くこと」の授業をつくる,p2８-３３.



「聞くこと」で求められること

聞き手

話し手が伝えたいことや自分の
聞きたいことの中心を捉え、
自分の考えをもつ

【出典】文部科学省（２０１８）小学校学習指導要領（平成29年告示）解説国語編,p９７-９８.

「話し合うこと」で求められること

話す

話す

聞く

聞く

役割を果たしながら
話し合うこと

考えをまとめること

【出典】光村図書出版株式会社（2020）小学校国語「話すこと・聞くこと」「書くこと」の授業をつくる,p2８-３３.



指導上の
工夫の意図

「話し合うこと」における生徒の困難さ

困難さ

手立て

「話すこと」で想定される困難さ（例）

【困難さ】
内言で思いや考えを
まとめることが難しい。



「聞くこと」で想定される困難さ（例）

【困難さ】
会話の筋をつかむ
ことが難しい。

「話し合うこと」で想定される困難さ（例）

【困難さ】
即興的に判断すること
が難しい。

話し手であり聞き手



「話すこと」 「聞くこと」 「話し合うこと」

困難さに対する手立て（例）

【手立て】

付箋を活用する

「話すこと」（事例①M１６）

生徒M16の様子
付箋に自分の意見を書き、そ
の意見を聞き手へ話すこと
ができた。

【指導上の工夫の意図】
思考（思いや考え、それを支え
る理由）を整理し、聞き手に伝
えることができるようにする。

【手立て】
・付箋を活用して思考をアウトプット
することで、思いや考えを視覚化する。
・付箋を指さしながら意見を言うこと
で、聞き手に伝えることができるよう
にする。



「聞くこと」（事例②F2）

生徒F2の様子
話し手が付箋を指さしながら
話すのを聞いていても、話合い
の展開をつかめていない場面
が見られた。

【指導上の工夫の意図】
話合いの展開（目的・場面・文
脈・状況等）を踏まえて、話し手
の意見を聞けるようにする。

【手立て】
・話し手が付箋を指さしながら話
をすることで、聞き手（F2）が話
合いの展開を把握できるように
する。

「聞くこと」（事例②F2）

【指導上の工夫の意図】
話合いの展開（目的・場面・文脈・
状況等）を踏まえて、話し手の意見
を聞けるようにする。

【手立て】
・話し手が付箋を指さしながら話をす
ることで、聞き手（F2）が話合いの展
開を把握できるようにする。

【手立ての改善】（案）
・話合いの展開の大枠をあらかじめ
設定し、それに沿って進める。

生徒F2の様子
話し手が付箋を指さしながら
話すのを聞いていても、話合い
の展開をつかめていない場面
が見られた。



「話し合うこと」（事例M１６）

生徒M16の様子
付箋を指さしたり見たりしな
がら、同じ言葉や似ている意
味の言葉をまとめようとし、
会話がつながった。

【指導上の工夫の意図】
話合いで出た意見を踏まえて
話をつなぎ、意見をまとめられ
るようにする。

【手立て】
付箋を操作しながら話し合うこ
とで、分類する・比較する・関係
づける・順序立てる・構造化する
などを、見えやすい形で表現で
きるようにする。

困難さに対する指導上の工夫の意図、手立てより

指導上の工夫の意図をもった
手立てが必要である。



分科会での協議題

・「話し合うこと」において生徒は何に困難さ
を示すと考えられるか。

・「話し合うこと」の困難さに対する手立ては
どのようなことが考えられるか。

国語科以外での取組

朝学習 作業学習語彙シート
の活用


